
高速道路での“追 突 ” の危険を読む！
高速道路での交通事故は 、渋滞で減速 、停止している車両の発見が遅

れて衝突する、という追突事故が大半を占めています。

追突事故は 、漫然運転や脇見運転等の前方不注視によるものや 、車間

距離不保持等を原因とするものが多く発生しています。

運転中は 、常に走行車両への動静注視を怠ることな く運転に集中して 、

重大事故の原因ともなる追突事故の未然防止に務めてください。

◆交通量が多い時は、先行車両群の流れを予測！

※先行車の速度に注意する。

※車の流れを読んで急激な減速に対処できる運転を。

◆先行車両群の渋滞による減速・停止を警戒！

※先行車の流れに合わせ安全に停止できる車間距離をとる。

※広域情報板等による渋滞情報に注意する。

◆勾配が連続する区間では、車 群 の 流 れ を 警 戒！

※上り坂では後方や隣り車線の動きに注意。

※下り坂では速度に注意。

◆トンネルの出入り口付近では、先行車の減速を予測！

※屋外からトンネルに入る時は、警戒感から減速するド

ライバーが多く、トンネルの入り口、出口付近では渋

滞を招くことを予測する。

◆スピードの超過に注意する！

※常に安全な速度を守る。

※到着時間を考慮して余裕のある行動をとる。
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いわゆる「あおり運転」は、重大な交通事故につながる悪質、

危険な行為です。

車を運転する際は、周りの車の動きなどに注意し、安全な速度

での運転・十分な車間距離を保つ・無理な進路変更や追い越し等

は絶対にやめましょう。

車を運転する際は、周りの車の動きなどに注意し、相手

の立場について思いやりの気持ちを持ち、お互いがゆずり

あって安全運転をすることが大切です。

正しい交通ルールを守った運転で、安全快適に通行でき

る交通環境を作りましょう。

☆十分な距離をとり安全な場所に停車する

☆警察にトラブルの状況等を正確に伝える

☆相手が降りてくる場合もあることから、ドアはしっかりロッ

クする

☆相手に脅され挑発されても決して外に出ない


